
団
員
ら
は
午
前
９
時
に
第
３

部
機
庫
か
ら
井
原
大
橋
北
側
の

土
手
へ
消
防
車
で
移
動
し
、
導

流
堤
へ
降
ろ
し
た
可
搬
式
小
型

動
力
ポ
ン
プ
の
エ
ン
ジ
ン
を
始

動
。
小
田
川
を
水
源
に
ホ
ー
ス

４
本
を
接
続
し
、
土
手
か
ら
放

水
し
て
機
械
器
具
の
状
態
等
を

二
班
に
分
か
れ
て
点
検
（
写
真

右
下
２
枚
）
。
正
常
に
作
動
し

て
い
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

撤
収
後
は
機
庫
前
で
集
合
写

真
を
撮
り
、
年
初
の
試
運
転
を

終
え
た
。
井
原
市
消
防
出
初
式

は
井
原
市
民
会
館
で
１
月
21
日

午
前
10
時
か
ら
挙
行
さ
れ
、
市

内
の
消
防
団
員
ら
が
出
席
し
て

新
年
の
門
出
を
祝
っ
た
。
か
つ

て
は
実
施
さ
れ
て
い
た
井
原
分

団
出
初
式
は
今
年
も
行
わ
れ

ず
、
向
町
川
原
で
の
一
斉
放
水

も
中
止
さ
れ
た
。

第
７
回
倉
掛
文
化
祭
を
２
月

24
日
～
25
日
、
つ
ど
え
～
る
で

開
催
す
る
に
あ
た
り
、
主
催
者

の
倉
掛
自
治
連
合
会
役
員
を
は

じ
め
出
品
者
は
最
終
準
備
に
追

わ
れ
て
い
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
出

現
以
来
、
諸
行
事
中
止
が
〝
常

識
化
〟
す
る
な
ど
社
会
は
大
き

く
変
化
し
た
。

こ
う
し
た
動
き
は
隔
年
開
催

の
倉
掛
文
化
祭
に
も
影
響
。
通

常
な
ら
ば
一
昨
年
度
開
催
さ
れ

る
は
ず
だ
っ
た
が
、
や
む
な
く

中
止
に
。
本
年
度
も
状
況
を
見

守
っ
て
い
た
が
12
月
に
開
催
を

決
定
し
、
急
ぎ
展
示
パ
ネ
ル
等

の
借
用
を
願
い
出
た
。

回
覧
や
は
が
き
で
住
民
へ
出

品
を
呼
び
掛
け
た
も
の
の
反
応

は
い
ま
一
つ
。
受
付
窓
口
の
つ

ど
え
～
る
関
係
者
も
表
情
を
曇

ら
せ
て
い
た
が
、
直
前
に
な
っ

て
申
込
が
相
次
ぎ
、
開
催
の
目

途
が
立
っ
た
。

倉
掛
自
治
連
合
会
の
佐
能
敏

政
会
長
は
「
と
に
か
く
や
る
し

か
あ
り
ま
せ
ん
。
関
係
各
位
に

は
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
」
と
協
力
を
求
め
て
い
る
。

昭
和
52
年
と
同
53
年
に
郷
社

の
境
内
で
開
催
さ
れ
た
懐
か
し

い
倉
掛
運
動
会
の
ビ
デ
オ
。

２
月
24
～
25
日
開
催
の
倉
掛

文
化
祭
で
久
し
ぶ
り
に
上
映
さ

れ
る
。
井
原
放
送
㈱
が
開
局
前

後
に
収
録
し
た
ビ
デ
オ
を
管
理

し
て
い
る
関
係
者
は
「
子
ど
も

の
多
さ
や
当
時
の
住
民
パ
ワ
ー

に
ビ
ッ
ク
リ
さ
れ
る
で
し
ょ

う
」
と
話
し
て
い
る
。

郷
社
足
次
山
神
社
で
令
和
６

年
元
旦
、
新
年
祈
願
祭
が
執
り

行
わ
れ
た
。

新
年
を
迎
え
る
斎
灯
（
お
焚

火
）
は
大
晦
日
午
前
よ
り
火
が

入
り
、
伐
採
し
た
神
苑
の
枝
木

を
燃
や
し
、
飛
び
火
な
ど
に
注

意
し
な
が
ら
深
夜
に
備
え
た
。

午
前
零
時
近
く
に
な
る
と
竹

灯
篭
が
照
ら
す
参
道
を
通
っ

て
、
氏
子
ら
が
次
々
と
参
詣
に

訪
れ
た
。

今
年
も
一
番
に
参
詣
し
た
倉

掛
自
治
連
合
会
関
係
者
10
人
は

拝
殿
に
上
り
午
前
零
時
よ
り
山

室
晶
史
宮
司
の
お
祓
い
を
う

け
、
地
域
の
平
穏
と
住
民
の
無

病
息
災
を
祈
っ
た
。

星
空
を
焦
が
す
斎
灯
の
周
り

に
は
、
地
元
氏
子
ら
が
集
ま

り
、
新
年
の
挨
拶
を
交
わ
し
て

い
た
。
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昭

和

52

～
53

年

運

動

会

ビ

デ

オ

文
化
祭
で
上
映

[階級] [氏 名] [地区]

部 長 井上 浩伸（夏目）

副部長 立石浩四郎（夏目）

会 計 吉川 直輝（倉掛）

会 計 佃 信一郎（夏目）

消防班長 鈴木 紘平（倉掛）

組 長 中西 諒佑（夏目）

団 員 西山 喬士（夏目）

団 員 笠原 慶一（倉掛）

団 員 松井 淳（夏目）

団 員 丸山 裕二（倉掛）

団 員 瀬藤 慎二（倉掛）

団 員 片山 敬悟（夏目）

団 員 塚原 一徳（夏目）

団 員 増成 智也（夏目）

団 員 田中 達也（倉掛）

団 員 片岡 憲一（倉掛）

第

３

部

団

員

名

簿

倉
掛
と
夏
目
を
管
轄
す
る
井
原
分
団
第
３
部
（
16
人
）
が

井
上
浩
伸
部
長
の
指
揮
で
１
月
７
日
、
井
原
大
橋
北
側
の
小

田
川
土
手
で
定
例
試
運
転
を
実
施
し
た
。

１月試運転

井
上
浩
伸
部
長
が
陣
頭
指
揮

倉
掛
自
治
連
合
会

郷 社 新 年 祈 願 祭

自 治 連 役 員 深 夜 に 参 詣

倉掛文化祭

山室宮司からお祓いを受ける倉掛自治連合会役員ら

文
化
祭
会
場
は
つ
ど
え
～
る



サ
ロ
ン
あ
す
は
が
つ
ど
え
～

る
で
２
月
16
日
、
ふ
れ
あ
い
交

流
会
を
開
き
会
員
20
人
が
吊
る

し
雛
づ
く
り
を
楽
し
ん
だ
。

こ
の
た
び
は
サ
ロ
ン
役
員
の

藤
原
朱
実
会
計
が
事
前
に
フ
エ

ル
ト
生
地
を
雛
人
形
・
桃
の

花
・
ウ
グ
イ
ス
・
ひ
し
餅
な
ど

の
形
に
カ
ッ
ト
。
模
様
入
り
の

吊
る
し
棒
も
他
の
役
員
ら
が
手

作
り
で
準
備
し
た
。
参
加
者
は

説
明
を
聞
き
な
が
ら
ペ
ン
で
人

形
の
目
を
書
い
た
り
、
材
料
を

接
着
剤
で
紐
に
貼
り
付
け
る
作

業
を
進
め
、
約
90
分
で
ほ
ぼ
完

成
さ
せ
た
。

サ
ロ
ン
あ
す
は
の

メ
ン
バ
ー
は
「
春
ら

し
い
良
い
作
品
が
で

き
ま
し
た
。
近
々
開

か
れ
る
倉
掛
文
化
祭

に
出
品
し
ま
す
。
皆

さ
ん
見
て
く
だ
さ

い
」
と
笑
顔
で
話
し

て
い
た
。

郷
社
足
次
山
神
社
は
、
毎
月

第
一
日
曜
日
（
午
前
８
時
か
ら

約
２
時
間
）
が
定
例
清
掃
日
。

通
常
は
総
代
会
と
敬
神
会
、
氏

子
数
人
が
参
加
し
て
い
る
。

し
か
し
、
広
い
境
内
の
落
ち

葉
は
季
節
に
よ
っ
て
膨
大
な
量

と
な
る
の
が
悩
み
の
種
。

そ
こ
で
令
和
６
年
度
よ
り
、

倉
掛
夏
目
の
神
社
委
員
（
各
組

自
治
会
長
）
に
も
協
力
を
要
請

す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
来
る
３

月
の
決
算
総
会
と
４
月
の
予
算

総
会
に
大
久
保
総
代
長
と
川
相

副
総
代
長
ら
が
出
席
し
て
、
年

に
２
～
３
回
程
度
は
協
力
が
必

要
な
状
況
を
説
明
す
る
予
定
。

郷
社
足
次
山
神
社
で
１
月
27

～
28
日
の
午
前
９
時
～
午
後
３

時
ま
で
厄
除
け
祈
願
祭
が
執
り

行
わ
れ
た
。
参
拝
に
訪
れ
た
人

た
ち
は
、
山
室
晶
史
宮
司
に
よ

っ
て
お
祓
い
を
受
け
、
木
札
や

お
守
り
な
ど
を
授
か
っ
た
。

倉
掛
少
年
団
入
退
団
式
が
つ

ど
え
～
る
で
２
月
18
日
、
３
年

生
か
ら
６
年
生
ま
で
の
小
学
生

と
そ
の
保
護
者
ら
が
出
席
し
て

開
か
れ
た
。

皆
勤
者
表

彰
に
続
い
て

花
本
啓
史
会

長
が
「
６
年

生
の
４
名
は

本
日
を
も
っ
て
退
団
と
な
り
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
仲
間
や
多
く

の
方
々
が
温
か
く
見
守
っ
て
く

だ
さ
る
こ
と
を
感
じ
な
が
ら
、

新
た
な
生
活
に
励
ん
で
く
だ
さ

い
。
育
成
会
を
は
じ
め
地
域
の

皆
さ
ま
に
は
大
変
お
世
話
に
な

り
ま
し
た
」
な
ど
と
挨
拶
。

続
い
て
６
年
生
が
思
い
出
深

い
３
年
間
の
活
動
を
振
り
返
り

作
文
を
読
み
上
げ
た
。

入
団
式
で
は
、
次
年
度
を
率

い
る
遠
藤
晶
大
育
成
会
長
が

「
奉
仕
・
友
情
・
秩
序
の
気
持

ち
を
大
切
に
少
年
団
活
動
を
楽

し
み
、
親
子
で
成
長
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
」
と
抱
負
を

述
べ
、
新
４
年
生
２
人
に
団
帽

を
授
与
（
写
真
右
）
し
た
。

記
念
撮
影
後
、
全
員
で
赤
磐

市
の
ド
イ
ツ
の
森
へ
出
か
け
、

楽
し
い
１
日
を
過
ご
し
た
。
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2/24～25 第７回倉掛文化祭

会場：つどえ～る

2/25  友愛・愛育委員 初顔合わせ

3/ 2  倉掛自治連合会・会計監査
3/ 3  郷社定例清掃 8：00～

3/ 3  井原分団第３部試運転日

3/ 9  資源の日 7:30～9:00 市

古紙古着・廃食油回収

3/ 9  倉掛自治会決算総会

3/12  井原中学校卒業式

3/16  倉掛自治会・新旧役員引継ぎ

3/17  欅の杜の市 （門田町大谷）
3/22  井原小学校卒業式

3/26  井原小学校修了式

3/26  井原中学校修了式

3/31  井原桜まつり
4/ 4  郷社祭り

4/ 6  倉掛自治会予算総会＆役員会

4/ 7  井原分団第３部試運転日
- - - - - - - - - - - - - - - - -

◆ 行 事 予 定 ◆

ＳＤＧsは国連が定めた国際社会における

持続可能な１７の開発目標。つどえ～るで

は、このＳＤＧｓ１３番目の「気候変動に具

体的な対策を」に呼応し、環境に優しい植物

を育てる運動を井原高校の協力を得て令和３

年よりスタート。今年も４月１４日午後１時

３０分より先着順にゴーヤの苗６５０鉢の無

料配布を予定している。

■つどえ～るがゴーヤでＳＤＧs推進

各
組
神
社
委
員
へ
年
２
～
３
回

吊
る
し
雛
づ
く
り

「
３
年
間
有
り
難
う
」

毎
週
水
曜
日
13
時
～
15
時
、
赤
い
羽
根
つ
ど
え
～
る
カ
フ
ェ
（
百

円
）
が
開
か
れ
て
い
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い

倉
掛
少
年
団
入
退
団
式

倉
夏
の
氏
子
ら

厄

除

け

祈

願

４/１４
（日）

足次山神社

倉
掛

静かに行われた吊るし雛づくり

サロンあすは

※スマホ等で倉掛自治会ＨＰ

をご覧になる場合は右のＱＲ

コードを読み取って下さい。


